
明和メディカルセンタービル開設
明和町　総務課（株式会社邑楽館林まちづくり）

■明和町の紹介

　明和町は、群馬県の東南端、鶴舞う形の首のあたりに位置し、南に利根川、北に谷田川が流れる東西約11㎞、

南北約3㎞の東西に細長い形をした町です。面積は19.64㎢で県内では２番目に小さく、標高は約17～21ｍ

と非常に平らな地形が広がっています。

■背景

　本町では、平成23年より東武伊勢崎線川俣駅周辺の交通結節機能向上に取り組み、東西駅前広場や東西自由

通路の整備等を進めてきました。一方、子育て支援に係るアンケートや移住・定住に関するアンケートで最もニー

ズが高い項目が「地域医療の充実」でした。このような行政課題の解決に向けて平成30年「明和町立地適正化計

画」を策定し、駅周辺への医療施設や商業施設等の都市機能の誘導を推進し、中心拠点の機能強化と都市圏での

連携・機能分担を進めていくこととしました。

　現在は、令和元年度からの５ヶ年を第２期とした駅周辺整備を進めており、この整備事業に官民連携して取り

組み、整備を加速化させることを目的に、町が発起人となり平成31年２月株式会社邑楽館林まちづくり（以下、

「まちづくり会社」）を設立しました。このまちづくり会社が事業主体となって整備を進めてきたのが令和３年11

月１日、駅東口に開業した明和メディカルセンタービルです。

■建物概要

　明和メディカルセンタービルは、Ａ館とＢ館の２棟からなる合

計6,500㎡程の鉄骨造の建物です。駅改札口から自由通路を経

てＡ館はペデストリアンデッキで繋がっており、Ａ館とＢ館の間

も町道上空を渡り廊下で繋いだ一体的な施設となっています。

　Ａ館は３階建てで１階には小児科クリニック、通所リハビリ

テーション、居宅介護支援事業所、２階には病院の病棟とカフェ、

３階には明和町土地開発公社が入ります。Ｂ館は２階建てで１階

には明和町保健センター、院外薬局、２階は病院の外来となりま

す。Ａ館３階にはフレキシブルに対応可能な会議室を備えており、

平時は企業誘致等での利用の他、災害時には避難所として活用す

るため、町中央部における防災拠点としての役割も担っています。

なお、保健センター及びペデストリアンデッキについては、町の

事業として、都市構造再編集中支援事業（個別補助金）を活用し、

それ以外の部分については、まちづくり会社の資金により整備し

ました。
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地域の医療・集い・防災を担う新たな施設



■公共交通の結節点として

　東武伊勢崎線川俣駅に直結した強みを生かし、公共交通機

関を利用しやすい環境を創出します。鉄道利用者の他、町内

を走る２種類のオンデマンドバス「チョイソコ明和」「楽ラク

シー」や広域公共路線バス「館林・明和・千代田線」を利用し

てのアクセスが可能であり、明和町保健センターや医療機関

の受診を目的としていただくことで、交通弱者のかたの外出

機会創出、地域コミュニティの活性化、健康増進の一助に繋

がることを期待しています。また、鉄道を利用して東京・埼

玉方面から通勤するかたも多いため、川俣駅を玄関口として

使われる町内外の企業から人間ドック等健診の受け皿として

の期待も寄せられています。

■官民連携した健康増進の取り組み

　医療関係施設が入る複合施設である強みを生かし、今まで

にない地域医療システムの確立を目指します。町が実施する

健康診断、予防接種案内、健康相談・教室と医療機関が実施

する予防接種、人間ドック、健康診断、特定健診等の連携を

高め、保健指導や早期の治療に繋げていきます。また、介護

予防、健康教室、乳幼児健診等の分野でも同様に連携して取

り組んでまいります。

■おわりに

　今後は、駅西口側の低未利用地を活用し、民間主導による

宿泊・温浴施設の整備を計画しています。また、駅周辺は人口が集中する地域ですので、更なる避難所の確保も

重要な課題となります。明和町では、まちの賑わいの創出を図り、安心して住み続けられるまちの実現のため継

続して川俣駅周辺整備に取り組んでまいります。保健センターを始めとした明和メディカルセンタービルにご興

味ありましたら是非一度明和町までお越しください。宜しくお願いいたします。

川俣駅からペデストリアンデッキで直結しています

A館2Fカフェは通勤通学帰りの方も立ち寄る憩いの場に Ａ館3F会議スペースは非常時の避難所として活用予定です

駅舎と接続するペデストリアンデッキ

白と木を基調とした病院待合




